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苅田町青少年育成町民会議だより

子ども 心
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って遊んで楽しかったよ
伝承工作と遊戯大会

Ｈ
月
Ｈ
日
　
苅
田
町
総
合
体
育
館
で

伝
承
工
作
遊
び

（紙
飛
行
機

。
紙
風
船

・
か
ぶ
と

・
ブ
ー
メ
ラ
ン

・
び

つ
く
り

箱
）
な
ど
の
紙
工
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

参
加
者
約
９ｏ
名
、
町
民
会
議
役
員
と
育

成
会
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
で
指
導
し
ま

し
た
。
初
め
は
、
各
自
思
い
思
い
に
作

っ
て

い
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
中
に
紙
飛
行

機
で
県
大
会
に
出
場
し
た
友
達
の
作
品

に
感
心
し
な
が
ら
、
教
え
て
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
。
完
成
し
た
紙
飛
行
機
は
、

ス
テ
ー
ジ
か
ら

「滞
空
時
間
の
長
さ
」

ｏ
「よ
り
遠
く
に
飛
ん
だ
距
離
」
を
競

う
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
体
育
館
に
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

平成13年 11月 11日

総合体育館アリーナ

健全育成部会・育成会連合会共催

平成14年 2月 3日

パンジープラザ、スター トゴール

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

長
く
飛
ん
だ
で
賞
亮
太

森
成
太
郎

遠
く
ま
で
飛
ん
だ
で
賞

１
位
　
谷
村
け
ん
ご

２
位
　
衛
藤
　
　
彩

３
位
　
松
村
　
拓
弥

ナ
イ
ス
ス
タ
イ
ル
賞

１
位
　
徳
富
　
り
え

２
位
　
吉
武
　
　
巧

３
位
　
塚
崎
　
雄
介

※
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
式
入
選

者
二
十
八
名
中
二
十

一
名
の
出
席
。

3  2  1
位 位 位

井 谷 村
村 山

ヽ _

ヽ_

け
ん

町
民
会
議
は
、
後
援
と
い
う
こ
と
で

監
視
に
当
た
り
応
援
し
ま
し
た
。

天
候
も
良
く
３

・
５

・
７
ｋｍ
に
分
か

れ
各
自
の
体
力
に
合
わ
せ
て
頑
張
り
盛

り
上
げ
、
観
衆
か
ら
拍
手
で
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
て
ね
。
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家 庭 シ ンポ ジ ウ ム

「 完全学校週五 日 市」」

憫h
‐_  `  ,

■

″鶴 く轟

平
成

１３
年

１１
月

２３
日

三
原
文
化
会
館
１
階
大
ホ
ー
ル

家
庭
部
会
主
催

パ
ネ
ラ
ー

（敬
称
略
）

○
南
原
小
６
年
　
　
村
上
あ
つ
子

「
２
日
間
の
休
み
を
有
意
義
に
」

○
与
原
小
６
年
　
　
末
廣
　
葉
月

「週
休
２
日
私
が
し
た
い
こ
と
」

○
片
島
小
６
年
　
　
渡
邊
　
功
治

「心
と
体
を
リ
フ
レ
ツ
シ
ュ
す
る
」

○
苅
田
中
３
年
　
　
佐
々
木
　
剛

「遊
び
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
」

○
新
津
中
２
年
　
　
鈴
元
　
崇
文

「土
曜
ど
う
す
ご
す
か
」

○
苅
田
工
高
２
年
　
米
倉
　
和
幸

「完
全
学
校
週
５
日
制
と
土
曜
日
の

過
ご
し
方
」

○
白
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
森
永
　
　
進

「家
庭
奉
仕
と
社
会
奉
仕
」

○
苅
田
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
宮
崎
　
由
美

「子
ど
も
の
休
日

・
親
の
休
日
」

助
言
者
　
京
築
教
育
事
務
所

主
任
社
会
主
事
　
刀
根

伸

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
テ
ー
マ
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
等
を
発
表
し
、
話

し
合
う
テ
ー
マ
と
は
異
な

り
、
ま
だ
経
験
が
な
く
、

こ
れ
か
ら
実
施
さ
れ
る

「完
全
学
校
週
五
日
制
」

に
つ
い
て
で
し
た
。

発
表
者
か
ら
は
、
土

・

日
曜
日
の
過
ご
し
方
に
つ

い
て
、
家
の
事

・
家
族
と

の
ふ
れ
あ
い

ｏ
リ
フ
レ
ツ

シ
ュ
し
た
い

・
ダ
ラ
ダ
ラ

し
な
い
生
活
を
送
り
た
い

等
し

っ
か
り
し
た
考
え
を

持

っ
て
五
日
制
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
ー
と
の
意
見
交
換
で
は
、
子
ど
も
達
の
生
活
態
度
の
心
配

や
、
育
成
会
活
動
、
神
幸
祭
の
飾
り
花
作
り
を
子
ど
も
会
と

一
緒
に

行

っ
た
、
な
ど
実
践
報
告
も
あ
り
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
持

つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
達
地
域
や
家
庭
が
、
社
会
教
育

（学
校
以
外
の
教
育
）
を
担
う

も
の
と
し
て

《
子
ど
も
達
が
、
人
の
役
に
立

っ
て
い
る
と
い
う
実
感
》

《
方
向
性
が
見
出
せ
な
い
子
ど
も
達
と
の
係
わ
り
方
》
な
ど
果
た
す

役
割
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
子
ど
も
達
や
大
人
が

「何
か
し
て
み
た
い
」
と
思

っ
た
時
に
、
ど
の
よ
う
な
活
動
が
あ
る
か
？
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

い

い
の
か
？
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
か
？
な
ど
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
窓
国
が
あ
れ
ば
、　
一
歩
踏

み
出
せ
、
共
に
係
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。い

よ
い
よ
実
施
さ
れ
る
平
成
十
四
年
四
月
よ
り

「完
全
学
校
週
五

日
制
」
が
地
域

・
家
庭
の
在
り
方
や
役
割
を
振
り
返
り
考
え
る
良

い

機
会
と
な
る
事
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

日
曜
日
は

家
庭
の
日

※

「家
庭
の
日
」

・
オ
ア
シ
ス
運
動

（書
道

。
ポ
ス

タ
ー

・
作
文

・
標
語
）
の
表
彰
式
入
選
者
九
十

一

名
中
四
十
六
名
の
出
席
。 第

Ｏ

3
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「家
庭
の
日
」
・

「オ
ア
シ
ス
運
動
」

（標
語
の
小
看
板
設
置
）

家
庭
部
会
で
は
、

「家
庭
の
日
」

・
「オ
ア
シ
ス

運
動
」
各
学
校
よ
り
標
語
の
募
集
を
し
て
各
学
校
の

入
選
者
の
中
か
ら

一
名
の
標
語
看
板
を
学
校
内
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

あ

機
さ

中
は
心
を
闇

＜

魔
法

の
鍵

与
原
小
学
校

５
年

大
谷

祐
樹

年

議

一

少

（一
出

壽

民

ロ

町

則

自

田

威

ロ

苅

青

〕

(休みになる土曜日をどのように過こしますか。)
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補
導
環
境
部
会

・

生
徒
指
導
研
修
部
会

合
同
研
修
会

平
成
１３
年
１２
月
‐３
日
困

三
原
文
化
会
館
１
階
大
ホ
ー
ル

町
民
会
議
で
は
、
補
導
環
境
部
会
と

生
徒
指
導
研
修
部
会
と
の
合
同
研
修
会

を
開
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
各
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
約

五
十
名
の
参
加
で
青
少
年
の
諸
問
題
に

つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

一
、
映
画

「親
が
か
わ
れ
ば
、
子
も
か

わ
る
」

二
、
北
九
州
市
立
北
九
州
壮
年
相
談
セ

ン
タ
ー
少
年
相
談
員

・
伊
藤
操
先
生

よ
り

「現
代

っ
子
の
心
の
悩
み

。
そ
の

行
動
」
講
話
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
の
現
状
を
見
れ
ば
、
や
は
り

地
域
の
教
育
が
低
下
し
た
こ
と
が
問
題

な
ど
だ
ろ
う
。
社
会
全
体
の
仕
組
み
が

大
き
く
変
化
し
た
な
か
で
地
域
の
教
育

力
の
回
復
を
考
え
て
も
無
理
な
こ
と
だ

と
思
う
。
学
校
週
五
日
制
完
全
実
施
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
学
校

教
育
が
地
域
の
青
少
年
育
成
に
果
た
し

て
き
た
役
割
は
大
で
あ
る
が
、
最
近
で

は
、
学
校
と
地
域
の
新
し
い
関
係
づ
く

り
が
進
ん
で
い
る
。
青
少
年
活
動
に
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
こ
で

補
導
環
境
部
会
で
は
、
他
都
市
の
優
れ

た
活
動
状
況
を
視
察
し
た
り
生
徒
指
導

研
修
部
会
と
合
同
研
修
会
を
行

っ
て
い

ま
す
。

苅
田
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
９

年
度
よ
り
こ
ど
も
１
１
０
番
設
置
の
協

力
を
、
苅
田
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会
と

連
携
し
設
置
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ー
ル

（写
真
）
は
、
児
童

・

生
徒
の
登

・
下
校
中
不
審
者
か
ら
身
を

守
る
為
に
近
く
の
家
に
助
け
を
求
め
る

案
内
板
で
す
。

町
内
の
子
ど
も
達
の
安
全
に
注
意
を

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
設
置
協
力

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
近
く
の
小

学
校

・
中
学
校
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

地
域
の
教
育
力
の
回
復

_´ 五 ヽ

し「ヽ
■
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11口番
のいえ

こども

華
鋳
察

審
織
警

町
Ｐ
喬

田
躙
ォ

苅
苅
行

い い こ に

子どものことで困つたら436‐ 1115)2
●相談日時 毎週月・水・本・金曜日

(祝日を除く)

午前9時～午後4時30分

※相談は電話相談、面接相談のどちら

かでも受け付けます。

※秘密は固く守ります。

青少年教育相談室 (教育委員会内)
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す ! す
こ
や
か
&

もう とは呼ばない」とは言わせない

子育てについて夫婦
の間で積極的に話し

合っている。

おつかれさまでした。さて、あなたの父親度は?ここでGTOの主人公鬼塚英吉さんに聞いてみました。

ヽビ

0 4

おい、おい、もう少ししっかりと父親

やったほうがいいかもな。父親がする

ことは仕事だけじゃないぜ。わが子が

生まれたときの喜びを思い出して、質

間の中で「はい」と言

えなかったことの一つ

でいいんだよ。

やってみろや。    S

5 10

おう、けっこう父親 してるじゃねえか。

奥さんも子どももお前のことをきっと

頼りにしているだろうな。今のお前に

これ以上望むのはムリかもしれねえが、

子どもがお前に期待 し

ているものが何かを

いつもキャッチして

おけや。

11 15

お前、いい父親 してるじゃねえか。生

き生きと生活 している子どもの顔が浮

かんでくるようだぜ。父親としての責

任を果たそうとしているお前には、さ

すがのオレも脱帽だ

でも、ムリをしてス

トレスためんなよ。

よ 。

Q
むかしから父親は一家の大黒柱と言われてきました。ところが最近では、家庭での父親の

存在感がうすくなりつつあるということが言われています。しかし、時代が変わっても、子

どもはいつでも自分の父親に期待するものをもっています。

さて、今のあなたはどんな父親でしょうか。「はい」の数でチェックしてみましょう。

休みの日には、子ど

もとふれあう (いっ

しょに遊ぶ、物を作

る、会話をする等 )

時間をもつようにし

ている。

子どものよいところ

を認めて、ほめたり、

励ましたりしている

く
０
・

時々は子どもといっ

しょにお風呂に入っ

たりすることがある。

―`ヽ

⊃
ヽ

／
Ｌ
く

できるだけ家族とい

っしょに食事をする

ようにしている。

(参カ

に イ

ヽ

、

ヽ
，
ィ
ソ

わが子の友だちに

ついて関心がある。

子育ての中には
「父親の出番」と
いうものがあると

思う。

子育ては夫婦の協

働作業であると思

つ。

父親として積極的

に子育てしている

と自信をもって言

える。

自分の仕事について子

どもに話 したことがあ

る。

ヘ
ナつ

□

′
∈ゝ
こ
タ

子どもが何か悪いこ

とをした時は、厳 し

く叱っている。

将来や進路につい

て子どもと話 し合

ったことがある。

fttil～
iC耐誂

学校の授業参観や保

護者会親子ふれあい

集会等に参加 したこ

とがある。

学校の勉強につい

て気にかけている。

子どもの前では夫婦

げんかをしないよう
にしている。

蜀 ヽ″

、
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上の資料は、平成12年度に勝山町の町民会議と学力向上推進・いじめ対策委員会で作成している中の一部です。
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苅田与原RC(ランニングクラブ)
インタビュー

⑦

今
回
は
、
与
原
小
の
グ
ラ

ン
ド
を
寒

い
中
元
気
に
走

っ

て
い
る
苅
田
与
原
Ｒ
Ｃ

（ラ

ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）
を
紹
介

し
ま
す
。

苅
田
与
原
Ｒ
Ｃ
は
、
平
成

８
年
に
発
足
し
た
与
原
Ｒ
Ｃ

と
平
成

１１
年
に
発
足
し
た
苅

田
Ｒ
Ｃ
を
平
成

１２
年
に
統
合

し
、

「苅
田
与
原
Ｒ
Ｃ
」
と

・し
て
各
大
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

目

　

的

と
も

に
一
陸
上
競
技
を
通
し
て
心
身

で
明
る
く
、
豊
か
な
心

も

の
育
成
を
目

グ

ラ

ン
ド

ー９
時
グ

ラ

ン
ド

監

　

督

大
会
成
績
女
子

男
子
　
８
０

ｍ
３
位

・
６
位

４
０
０

ｍ
リ
レ
１
３
位

８
０
０

ｍ
３
位

走
り
幅
跳
び
６
位

目
　
　
標
　
全
九
州
駅
伝
大
会

・
虹
の

松
原
西
日
本
選
抜
駅
伝
大
会
に
参
加

し
上
位
入
賞
を
目
指
す
。

部
員
は
、
北
九
州

・
行
橋
地
区
か
ら

も
参
加
し
楽
し
ん
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

年
に
２
～
３
回
総
員
１
０
０
名
程
度
で

焼
き
肉
を
行
い
親
子
ふ
れ
あ

い
の
場
と

な

っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
育
成
連
合
会

町

内

か

る

た

大

会

編
　
集
　
後
　
記

非
行

。
い
じ
め

・

少
年
犯
罪

今
、
子
ど
も
達
の
世
界
は
、

大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。

正
し
い
道
を
歩
み
幸
せ
な
人

生
を
願
う
子
ど
も
達
を
支
え

導
い
て
い
く
の
は
、
大
人
の

責
任
で
あ
り
、
社
会
の
問
題

で
も
あ
り
ま
す
。

「す
こ
や

か
」
編
集
委
員
会
も
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
子
ど
も
達

の
健
や
か
な
成
長
を
願

つ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
育
成
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
敏
感
に

反
応
す
る
子
ど
も
達
の
姿
を

肌
で
感
じ
つ
つ
苅
田
町
青
少

年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
、
少
し
で
も
育
成

活
動
の
手
助
け
が
出
来
た
ら

と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

編
集
委
員
会
　
千
原
　
勲

編

集

。
発

行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会

蓉
０
９
３

・
４
３
４

・
１
１
１
１

（内
線
３
９
０
）

ヽ _

平
成
１４
年
１
月
２０
日
０

（町
内
決
勝
戦
）

平
成

１４
年

２
月
３
日
佃

に
築
城
町
で

京
築
ブ
ロ
ッ

ク
の
か
る
た

大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

緊
張
と
は

じ
め
て
の
体

験
で
十
枚
以

上
の
か
る
た

を
取
る
こ
と

が
出
来
ず
、

く
や
し
が
る

姿
に
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
来
年
も
頑
張

っ
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

感

想
港
育
成
会
　
小
学
５
年
　
川
原
　
　
一明

初
め
て
、
か
る
た
大
会
に
出
ま
し
た
。
ほ
か
の
チ
ー
ム
の

子
た
ち
は
、
す
ご
く
は
や
か

っ
た
で
す
。
来
年
は
も

っ
と
、

も

っ
と
、
練
習
し
て
強
く
な

っ
て
、
ま
た
、
か
る
た
大
会
に

出
た
い
で
す
。

ｌ
位
　
み
な
と
ア
リ
エ
ル
ズ

２
位
　
ス
ピ
ー
ド
片
島

３
位
　
み
な
と
ミ
ニ
ー
ズ

6

いれ

※
ふ
れ
あ
い
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
欄
に
紹
介
し
た
い
ク
ラ
ブ

・
団
体
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら

町
民
会
議
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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